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痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ

―
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
―

㉓
『彼
岸
花
』
―
里
見
弴
と
の
合
わ
せ
鏡
で
―

中

澤

千
磨
夫

「
い
ろ
の
み
ち
」

一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
九
月
七
日
公
開
の
第
四
十
九
作
。
小
津
安
二
郎
最
初
の
カ
ラ
ー
作
品
で
あ
る
。
日
本
最
初
の
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
が
、
木
下
恵
介
監
督
の
『
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
』（
一
九
五
一
年
）
で
あ
る
こ
と
、
小
津
が
イ
ー
ス
ト
マ
ン
や
富
士
な
ら

ぬ
西
ド
イ
ツ
の
ア
グ
フ
ァ
を
採
用
し
た
こ
と
な
ど
、
日
本
映
画
史
上
の
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
立
ち
入
る

の
は
こ
こ
で
の
任
で
は
な
い
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
田
中
眞
澄
『
小
津
安
二
郎
周
游
』（
二
〇
〇
三
・
七
、
文
藝
春
秋
）
の
第
十
六
章
「
い
ろ
の
み
ち
、
い
ろ
い
ろ
」

に
譲
ろ
う
。
小
津
が
日
本
映
画
監
督
協
会
会
長
と
し
て
『
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
』
に
深
く
関
わ
っ
た
経
緯

ゆ
き
た
て

に
つ
い
て
は
教
え
ら
れ

る
。
五
所
平
之
助
が
『
黄
色
い
か
ら
す
』（
一
九
五
七
年
）
を
、
成
瀬
巳
喜
男
が
『
鰯
雲
』（
一
九
五
八
年
）
を
と
、
彼
ら
初
の
カ
ラ
ー

作
品
を
ア
グ
フ
ァ
で
撮
っ
た
こ
と
に
触
れ
、「
派
手
な
イ
ー
ス
ト
マ
ン
よ
り
渋
い
ア
グ
フ
ァ
を
評
価
し
た
の
は
、
や
は
り
松
竹
蒲
田
小

一



市
民
映
画
で
形
成
さ
れ
た
感
覚
」
と
も
指
摘
し
て
い
た
。『
黄
色
い
か
ら
す
』
で
は
設
楽
幸
嗣
の
演
技
が
印
象
的
だ
っ
た
し
、
成
瀬
に

つ
い
て
も
集
中
的
に
論
じ
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
機
会
が
来
る
か
な
あ
。
成
瀬
が
小
津
は
ふ
た
り
い
ら
な
い
と
さ
れ
、
松

竹
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｌ
に
移
っ
た
こ
と
も
思
い
出
し
た
い
。

そ
の
ほ
か
、
画
家
の
宮
田
重
雄
が
『
カ
ル
メ
ン
故
郷
に
帰
る
』
評
で
好
意
を
表
し
な
が
ら
も
、「
色
彩
に
関
す
る
点
を
甘
く
し
て
喝

采
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
」（『
東
京
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
四
）
と
断
じ
て
い
た
こ
と
に
「
一
読
、
甚
だ
爽
快
な
気
分
に
な
る
。
や
は

り
こ
う
し
た
公
正
厳
格
な
態
度
が
、
批
評
の
本
来
の
あ
り
か
た
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
田
中
が
い
っ
て
い
る
こ
と
に
揺
す
ぶ
ら

れ
る
。
い
か
に
も
、
何
の
権
威
に
も
拠
ら
な
い
在
野
の
田
中
眞
澄
の
心
意
気
に
感
じ
入
る
か
ら
だ
。
ま
た
、『
彼
岸
花
』
以
降
、
色
彩

の
様
式
を
追
及
し
続
け
た
小
津
を
「
知
識
を
学
習
す
る
人
」
と
観
じ
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
だ
。
小
津
安
二
郎
は
単
に
モ
ダ
ニ
ス

ト
で
あ
る
と
い
う
水
準
を
越
え
、
日
々
学
ぶ
人
で
あ
っ
た
。

あ
ざ
な
え
る
慶
事
と
弔
事

富
士
山
の
シ
ョ
ッ
ト
に
続
き
、
例
に
よ
り
ド
ン
ゴ
ロ
ス
背
景
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
。「
昭
和
三
十
三
年
度
／
芸
術
祭
参
加
作
品
」、「
昭
和

三
十
三
年
度
／
芸
術
祭
」
は
白
、「
参
加
」
が
赤
、「
作
品
」
が
黒
文
字
。
変
わ
っ
て
タ
イ
ト
ル
「
彼
岸
花
」。「
彼
岸
」
が
白
文
字
、「
花
」

は
赤
文
字
で
あ
る
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
・
曼
殊
沙
華
は
赤
が
多
い
が
白
い
も
の
も
あ
る
。
い
わ
ず
も
が
な
の
工
夫
で
あ
る
が
、
カ
ラ
ー
で

あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
開
巻
早
々
、
彼
岸
花
の
赤
白
を
点
描
し
た
の
だ
。
先
走
っ
て
い
っ
て
お
け
ば
、
こ
の
作
品
に
植
物
と
し
て

の
彼
岸
花
は
出
て
こ
な
い
。
続
い
て
、「
原
作
里
見
弴
／
文
藝
春
秋
所
載
／
角
川
書
店
刊
」
と
出
る
。
こ
ち
ら
は
朱
、
白
、
黒
と
色
分

け
ら
れ
て
あ
る
。
い
き
な
り
細
か
い
が
、
紅
白
に
加
え
黒
文
字
を
使
用
し
て
い
る
の
に
も
意
味
が
あ
ろ
う
。
結
婚
式
か
ら
始
ま
る
映
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画
『
彼
岸
花
』
は
ま
さ
し
く
紅
白
。
そ
れ
が
彼
岸
花
に
繋
が
る
と
黒
白
の
追
悼
と
も
な
る
。
開
巻
ド
ン
ゴ
ロ
ス
早
々
、
慶
事
・
弔
事

の
あ
ざ
な
え
る
こ
と
暗
示
し
て
い
る
と
い
う
の
は
読
み
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

里
見
弴
「
鶴
亀
」

小
津
が
里
見
弴
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
は
、
戦
後
の
交
友
も
含
め
周
知
の
こ
と
。
貴
田
庄
『
小
津
安
二
郎
文
壇
交
遊
録
』（
二
〇
〇

六
・
一
〇
、
中
公
新
書
）
は
、
小
津
日
記
を
も
と
に
よ
く
摘
記
し
い
る
。
小
津
日
記
に
は
、
例
え
ば
、
修
水
河
渡
河
作
戦
前
の
一
九

三
九
年
一
月
二
十
六
日
に
「
衛
兵
所
で
蝋
燭
を
つ
け
て
紅
茶
を
の
ん
で
、
里
見
弴
の
鶴
亀
を
よ
む
。
会
話
の
う
ま
み
に
は
ほ
と
ほ
と

頭
が
下
る
」（
田
中
眞
澄
編
纂
『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
九
三
・
一
二
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
。
以
下
同
）
と
あ
る
。
小
津
が
里

見
弴
に
学
ん
だ
も
の
は
、
端
的
に
い
っ
て
「
会
話
の
う
ま
み
」
で
あ
っ
た
。

「
鶴
亀
」
の
冒
頭
は
こ
う
だ
。「「
…
…
も
し
〳
〵
、
あ
ゝ
、
姉ね

え

さ
ん
？

お
手
𨻶

て
す
き

だ
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
来
て
頂
け
な
い
か
し
ら
｣／

ゆ
っ
く
り
し
た
口
の
利
き
よ
う
に
、
却
っ
て
、
何
事
か
起
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
／
｢な
ア
に
？

誰
か
ど
う
か
し

た
の
？
｣／
こ
の
ほ
う
は
、
あ
べ
こ
べ
に
、
い
や
に
急せ

き
込
ん
で
、「
だ
ア
れ
？

光
子
で
も
ど
う
か
し
た
？
｣／
い
ゝ
え
ね
、
ち
ょ
っ

と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
転
び
な
す
っ
て
ね
…
…
｣／
｢あ
ら
！

い
つ
？

ど
こ
で
？
」」（
こ
こ
で
の
引
用
は
『
初
舞
台
・
彼
岸
花

里

見
弴
作
品
選
』
二
〇
〇
三
・
五
、
講
談
社
文
芸
文
庫
に
よ
る
。
以
下
同
）。
も
っ
と
引
い
て
み
た
い
が
、
ま
ず
は
こ
の
辺
で
。

姉
妹
の
電
話
応
答
な
の
だ
が
、
会
話
の
妙
が
よ
く
表
れ
て
い
る
か
。
む
ろ
ん
現
今
と
は
違
い
、
長
幼
に
よ
る
言
葉
遣
い
の
差
の
ゆ

か
し
さ
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
妹
と
姉
の
ス
ピ
ー
ド
差
に
よ
る
緊
張
感
と
ユ
ー
モ
ア
。「「
な
ア
に
？
」」「「
だ
ア
れ
？
」」
と
い
う
カ

タ
カ
ナ
を
交
え
た
リ
ズ
ム
の
作
り
方
も
基
本
的
な
こ
と
だ
ろ
う
。
私
の
場
合
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
、
ビ
ッ
ク
リ
マ
ー
ク
や
リ
ー
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ダ
ー
の
多
用
は
好
ま
な
い
。
と
い
う
か
、
批
判
的
だ
が
、
こ
れ
も
簡
便
な
リ
ズ
ム
を
創
出
す
る
工
夫
な
の
だ
と
反
省
も
す
る
。

冒
頭
の
数
行
で
四
人
も
の
人
物
が
登
場
。
一
見
ノ
ン
シ
ャ
ラ
ン
な
会
話
か
ら
、
以
下
こ
の
姉
妹
を
中
心
と
す
る
家
族
模
様
が
展
開

さ
れ
る
。
な
か
な
か
に
複
雑
な
関
係
が
、次
第
々
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
が
醍
醐
味
な
の
だ
。
鶴
と
亀
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

と
早
逝
し
た
妹
の
名
。
亀
は
冒
頭
姉
妹
の
母
で
あ
る
。
ふ
た
り
の
今
は
、
か
な
り
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
会
話
を
舌
で

転
が
せ
ば
堪
能
度
が
高
ま
る
。

喪
服
問
題

風
邪
を
引
い
た
鶴
が
家
中
に
蕎
麦
を
ふ
る
ま
お
う
と
す
る
ド
タ
バ
タ
は
読
ま
せ
る
。
そ
の
風
邪
。
い
つ
で
も
フ
ェ
ー
タ
ル
だ
。

「
肺
炎
さ
え
起
こ
さ
せ
ず
に
す
め
ば
」
は
姪
の
お
勝
（
冒
頭
の
妹
）
の
台
詞
。
お
勝
は
お
芳
（
冒
頭
の
姉
）
に
「
い
ゝ
え
ね
、
冗
談
は

冗
談
と
し
て
、
…
…
姉
さ
ん
、
喪
服
も
っ
て
る
の
？
」
と
い
う
。
妹
は
三
越
で
誂
え
る
こ
と
に
し
た
か
ら
、
姉
の
分
も
ど
う
か
と
。

軍
需
景
気
で
羽
振
り
が
良
く
山
の
手
中
流
の
「
細
君
」
に
収
ま
っ
た
妹
と
「「
二
号
さ
ん
」」
の
姉
の
経
済
状
態
が
さ
り
げ
な
く
示
さ
れ

る
。小

津
の
読
者
な
ら
、
こ
の
会
話
に
す
ぐ
さ
ま
反
応
す
る
は
ず
だ
。
そ
う
『
東
京
物
語
』（
一
九
五
三
年
）
の
喪
服
問
題
だ
。
か
つ
て

私
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
尾
道
か
ら
「
ハ
ハ
キ
ト
ク
」
の
電
報
が
来
た
場
面
。「
志
げ
「
ち
ょ
っ
と
兄
さ
ん
｣／
幸
一
「
な
ん
だ
い
｣

／
志
げ「
喪
服
ど
う
な
さ
る
。
持
っ
て
く
｣／
幸
一「
う
ー
む
。
持
っ
て
っ
た
方
が
い
い
か
も
わ
か
ら
ん
な
｣／
志
げ「
そ
う
ね
。
持
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
よ
。
持
っ
て
っ
て
役
に
立
た
な
き
ゃ
、こ
ん
な
結
構
な
こ
と
な
い
ん
だ
も
の
｣／
／
長
年
学
生
た
ち
に『
東
京
物
語
』

を
観
せ
て
き
た
が
、
こ
の
喪
服
の
話
は
酷
い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
志
げ
の
そ
れ
ま
で
の
態
度
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
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る
の
だ
が
、
親
が
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
時
に
喪
服
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
縁
起
で
も
な
い
と
い
う
の
だ
。
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
、
と
私
は
い
う
。
い
ざ
と
い
う
場
合
の
こ
と
ま
で
考
え
て
行
動
す
る
の
が
大
人
と
し
て
の
生
活
の
知
恵
な
の
だ
と
。
と
は
い
え
、

学
生
た
ち
の
気
持
ち
も
大
切
だ
。『
東
京
物
語
』
に
お
い
て
も
喪
服
を
用
意
し
た
兄
姉
と
用
意
し
な
か
っ
た
者
た
ち
の
意
識
の
差
が

見
ら
れ
る
の
だ
」（「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
―
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
―
⑨
『東
京
物
語
』
―
死
の
影
の
下
に
―
」

（『
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
37
、
二
〇
〇
五
・
三
、
こ
こ
で
の
引
用
は
中
澤
千
磨
夫
『
精
読

小
津
安
二
郎

死
の
影
の

下
に
』
二
〇
一
七
・
六
、
言
視
舎
）。
志
げ
（
杉
村
春
子
）
の
両
親
（
笠
智
衆
・
東
山
千
栄
子
）
へ
の
ふ
る
ま
い
の
問
題
は
、
拙
稿
「
葦

の
髄
か
ら
『
東
京
物
語
』
―
「
汚
い
下
駄
」
考
―
」（『
キ
ネ
マ
む
さ
し
』
⚙
、
二
〇
一
二
・
二
、
中
澤
千
磨
夫
『
小
津
の
汽
車
が
走

る
時

続
・
精
読

小
津
安
二
郎
』
二
〇
一
九
・
九
、
言
視
舎
に
収
録
）
に
繋
が
る
。
銭
湯
へ
行
く
母
に
「
汚
い
下
駄
」
を
勧
め
る

の
は
板
の
間
稼
ぎ
の
予
防
で
あ
っ
て
、
冷
た
い
態
度
で
は
な
い
の
だ
。
時
代
背
景
を
知
ら
な
い
と
読
み
誤
る
。

『
初
舞
台
・
彼
岸
花

里
見
弴
作
品
選
』
の
解
説
「
謎
の
巨
人
・
里
見
弴
」
で
武
藤
康
史
は
、「
以
前
か
ら
自
分
の
映
画
は
里
見
弴
の

小
説
か
ら
あ
ち
こ
ち
無
断
で
借
用
し
て
い
た
―
と
は
小
津
自
身
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
筋
立
て
や
道
具
立
て
か
ら
会
話
の
は

し
ば
し
ま
で
、
借
用
の
あ
と
は
随
所
に
見
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
鶴
亀
」
で
、
老
人
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
い
う
話
の
す
ぐ
あ

と
で
喪
服
の
心
配
を
す
る
姪
た
ち
の
や
り
と
り
な
ど
、
小
津
の
あ
る
映
画
を
思
い
出
さ
せ
は
し
な
い
か
。
里
見
弴
の
文
学
世
界
は
じ

つ
に
小
津
安
二
郎
の
発
想
の
源
泉
地
で
あ
っ
た
」と
纏
め
る
。
ま
こ
と
そ
の
通
り
で
、小
津
論
の
切
り
口
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
転
が
っ

て
い
る
。
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キ
ャ
ス
ト

さ
て
、映
画『
彼
岸
花
』。
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
沿
っ
て
キ
ャ
ス
ト
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
平
山
渉
を
佐
分
利
信
。
平
山
渉
は
里
見
弴「
彼

岸
花
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
八
・
六
、『
彼
岸
花
』
一
九
五
八
・
八
、
角
川
書
店
に
所
収
）
の
登
場
人
物
。
清
子
を
田
中
絹
代
。
平

山
清
子
も
同
じ
。
平
山
節
子
を
有
馬
稲
子
。
娘
・
節
子
も
同
様
。
三
上
文
子
を
久
我
美
子
。
谷
口
正
彦
を
佐
田
啓
二
。
近
藤
庄
太
郎

を
高
橋
貞
二
。
平
山
久
子
を
桑
野
み
ゆ
き
。
三
上
周
吉
を
笠
智
衆
。
佐
々
木
初
を
浪
花
千
栄
子
。
以
下
煩
瑣
な
の
で
飛
ば
す
が
、
締

め
は
佐
々
木
幸
子
の
山
本
富
士
子
で
あ
る
。
谷
口
正
彦
、
三
上
周
吉
・
文
子
父
子
も
「
原
作
」「
彼
岸
花
」
に
同
じ
。
京
都
の
佐
々
木

は
原
作
で
は
河
合
。
河
合
の
名
は
中
村
伸
郎
演
ず
る
河
合
利
彦
に
ス
ラ
イ
ド
。
映
画
の
河
合
の
役
割
は
、
原
作
で
は
安
藤
で
あ
る
。

小
さ
な
違
い
は
あ
る
が
、
登
場
人
物
名
は
里
見
弴
か
ら
借
り
て
い
る
の
を
確
認
し
て
お
く
。

東
京
駅
発
湘
南
電
車

開
巻
空
シ
ョ
ッ
ト
は
東
京
駅
（
丸
の
内
駅
舎
）。
大
時
計
は
午
後
二
時
五
十
分
を
差
し
て
い
る
。
辰
野
金
吾
・
葛
西
萬
司
の
設
計
に

な
る
東
京
駅
は
一
九
一
四
年
竣
工
。
一
九
四
五
年
五
月
二
十
五
日
の
東
京
空
襲
で
大
き
く
損
傷
し
た
。
戦
後
修
理
は
さ
れ
た
が
、
開

業
当
時
の
姿
に
復
元
な
っ
た
の
は
二
〇
一
二
年
。
つ
ま
り
、『
彼
岸
花
』
巻
頭
の
東
京
駅
は
長
い
目
で
見
れ
ば
、
貴
重
な
姿
の
記
録
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
シ
ョ
ッ
ト
変
わ
っ
て
ホ
ー
ム
側
か
ら
。
丸
ビ
ル
、
皇
居
の
森
も
留
め
て
い
る
。
入
線
し
て
い
る
東
海
道
電
車
が

画
面
下
か
ら
支
え
る
。

ホ
ー
ム
の
シ
ョ
ッ
ト
。「
今
度
の
12
番
線
発

湘
南
電
車
／
沼
津

伊
東
行

15
時
21
分
」の
掲
示
。
こ
の
頃
、新
婚
旅
行
の
メ
ッ

カ
と
い
え
ば
熱
海
・
伊
東
・
湯
河
原
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
映
像
内
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
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―
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
―
⑫
小
津
安
二
郎
作
品
地
名
・
人
名
稿
（
カ
ラ
ー
映
画
編
Ⅰ
）」（『
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学

紀
要
』
41
、
二
〇
〇
九
・
三
）
に
負
う
と
こ
ろ
多
い
。
ふ
た
り
の
駅
員
（
今
井
健
太
郎
・
井
上
正
彦
）
が
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
評
定
を

し
て
い
る
。
私
が
小
津
の
猥
談
と
呼
ぶ
範
疇
に
入
ろ
う
か
。
新
婚
旅
行
に
限
ら
ず
、
旅
行
の
目
的
地
は
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て

変
化
し
て
い
っ
た
。
新
幹
線
・
航
空
機
利
用
の
一
般
化
に
よ
り
、
た
と
え
ば
宮
崎
へ
、
ハ
ワ
イ
へ
と
い
う
具
合
だ
。

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
で
の
結
婚
式
。
謡
曲
「
高
砂
」
が
響
く
。
廊
下
の
絨
毯
、
式
場
の
壁
紙
は
朱
色
で
あ
る
。
机
上
に
は

バ
ラ
だ
ろ
う
か
、
鮮
や
か
な
赤
い
花
。
赤
の
配
色
に
注
意
し
た
い
。
平
山
清
子
が
隣
席
の
夫
・
渉
に
三
上
が
来
て
い
な
い
こ
と
を
確

か
め
る
。
渉
は
、
さ
ら
に
隣
り
の
堀
江
平
之
助
（
北
龍
二
）
や
向
か
い
の
河
合
利
彦
（
中
村
伸
郎
）
と
も
三
上
が
来
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
。
河
合
が
通
知
は
出
し
た
が
、
欠
席
だ
と
い
う
。
原
作
で
は
、
三
上
は
招
待
状
を
忘
れ
、
ほ
ぼ
お
開
き
の
時
刻
に
駆
け

つ
け
る
。
細
か
な
点
は
随
分
と
異
な
る
が
、
原
作
も
映
画
も
結
婚
式
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
三
上
父
娘
の
問
題
に
移
っ
て

い
く
こ
と
を
覚
え
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
平
山
が
、
新
婦
の
父
の
親
友
と
紹
介
さ
れ
、
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。
佐
分
利
信
と
い
え
ば
、
近
頃
で
は
米
粒
写
経
の
ボ
ケ
役
・

居
島
一
平
が
「
サ
ブ
る
」
と
か
「
サ
ブ
リ
ン
」
と
か
い
っ
て
物
真
似
で
暴
走
し
、
ツ
ッ
コ
ミ
役
・
サ
ン
キ
ュ
ー
タ
ツ
オ
が
放
置
す
る

と
い
う
漫
才
が
受
け
て
い
る
。
こ
の
場
面
の
模
写
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

小
津
の
猥
談

旧
友
た
ち
の
二
次
会
が
「
若
松
」
で
開
か
れ
て
い
る
。
若
松
は
、
例
え
ば
小
津
日
記
一
九
五
九
年
一
月
九
日
、
二
十
一
日
、
二
月

二
十
二
日
な
ど
に
記
さ
れ
た
小
津
馴
染
み
の
店
で
あ
り
、
名
を
借
用
し
て
い
る
。
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奥
の
座
敷
に
居
る
の
は
、
平
山
、
河
合
、
堀
江
の
三
人
。
堀
江
が
昭
和
十
七
年
か
十
八
年
に
呉
の
三
上
を
訪
ね
、
水
交
社
で
馳
走

に
な
っ
た
と
話
す
。「
そ
の
あ
と
が
艦
長
だ
」
と
。
こ
れ
が
『
秋
刀
魚
の
味
』（
一
九
六
二
年
）
平
山
周
平
（
笠
智
衆
）
が
駆
逐
艦
あ
さ

か
ぜ
の
艦
長
だ
っ
た
と
い
う
設
定
に
繋
が
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。「
そ
の
時
分
が
あ
い
つ
の
全
盛
だ
な
」
と
い
う
河
合
の
言
葉

が
あ
り
、
三
上
、
河
合
、
平
山
の
年
頃
の
娘
の
話
題
に
移
行
。

さ
ら
に
は
、
男
の
子
を
持
つ
堀
江
が
「
男
の
方
が
強
い
と
女
の
児
が
生
ま
れ
る
っ
て
い
う
し
、
女
が
強
い
と
男
だ
っ
て
い
う
ね
」

と
い
い
、
性
的
な
会
話
に
な
る
。
戦
後
で
は
『
風
の
中
の
牝
鶏
』（
一
九
四
八
年
）
で
、
雨
宮
時
子
（
田
中
絹
代
）
が
息
子
・
浩
（
中

川
秀
人
）
を
お
ぶ
っ
て
退
院
す
る
場
面
。
見
送
る
ふ
た
り
の
看
護
婦
が
性
病
を
患
っ
た
学
生
の
話
を
す
る
。
古
く
私
は
「
こ
う
い
っ

た
性
を
め
ぐ
る
軽
い
会
話
は
、ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
と
し
て
小
津
の
世
界
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
」（「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ

―
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
―
⑥
『風
の
中
の
牝
鶏
』
―
反
復
す
る
階
段
、
あ
る
い
は
プ
シ
ュ
ケ
ー
の
祈
り
―
」（『
北
海
道

武
蔵
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
34
、
二
〇
〇
二
・
三
）。
こ
こ
で
の
引
用
は
『
小
津
安
二
郎
・
生
き
る
哀
し
み
』（
二
〇
〇
三
・
一
〇
、

Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
に
よ
る
）
と
書
い
た
。『
麦
秋
』（
一
九
五
一
年
）
の
「
鯛
の
浜
焼
き
」
や
「
海
苔
巻
き
」、『
秋
日
和
』（
一
九
六
〇
年
）

の
「
ハ
マ
グ
リ
」
な
ど
思
い
出
せ
ば
き
り
が
な
い
。『
風
の
中
の
牝
鶏
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
小
津
の
階
段
に
語
呂
を
合
わ
せ
て
「
小

津
の
猥
談
」
と
呼
ん
で
み
た
い
。

赤
い
や
か
ん
と
喪
服
ふ
た
た
び

平
山
家
の
茶
の
間
。
画
面
右
下
方
に
色
鮮
や
か
に
赤
い
や
か
ん
。
座
卓
上
に
赤
い
バ
ラ
黄
色
い
バ
ラ
数
輪
ず
つ
。
脚
本
に
は
「
卓

上
に
披
露
宴
の
花
」（
井
上
和
男
編
『
小
津
安
二
郎
全
集
［
下
］』
二
〇
〇
三
・
四
、
新
書
館
。
以
下
同
、
脚
本
あ
る
い
は
『
全
集
』
と
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記
す
）
と
あ
る
。
平
山
の
帰
宅
。

シ
ョ
ッ
ト
が
変
わ
っ
て
も
赤
い
や
か
ん
は
自
己
主
張
す
る
。
し
か
も
微
妙
に
そ
の
位
置
を
変
え
な
が
ら
だ
。
田
中
康
義
『
小
津
と

語
る
』（
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
ア
キ
・
カ
ウ
リ
ス
マ
キ
は
、
赤
い
や
か
ん
を
追
い
求
め
続
け
る
と
語
っ
て
い
た
。

さ
て
、
清
子
が
モ
ー
ニ
ン
グ
を
着
替
え
る
渉
を
手
伝
う
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
「
埴
生
の
宿
」
が
流
れ
る
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ー
リ
ー
・

ビ
シ
ョ
ッ
プ
「
埴
生
の
宿
」
は
、
山
中
貞
雄
を
追
悼
す
る
『
麦
秋
』
冒
頭
に
通
じ
て
い
る
。
既
に
、
三
上
の
海
軍
時
代
に
は
触
れ
ら

れ
た
が
、
平
山
の
戦
争
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
ま
た
の
ち
に
。

夫
婦
の
話
題
は
、
娘
の
節
子
の
縁
談
話
に
及
ぶ
。
平
山
は
相
手
の
「
家
柄
」
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
話
に
加
わ
る
妹
の
久
子
（
桑

野
み
ゆ
き
）
は
知
ら
な
い
人
と
の
見
合
い
な
ん
て
嫌
だ
と
い
う
。
桑
野
み
ゆ
き
の
母
・
桑
野
道
子
が
『
淑
女
は
何
を
忘
れ
た
か
』（
一

九
三
七
年
）
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
い
う
を
俟
た
な
い
。
節
子
も
帰
宅
し
、
自
室
へ
。

清
子
が
夫
に
、
明
日
ま
た
モ
ー
ニ
ン
グ
に
す
る
の
か
と
尋
ね
る
。「
ど
こ
と
か
の
会
社
の
方
の
告
別
式
」
だ
と
。
平
山
は
背
広
で
い

い
と
応
ず
る
。
妻
は
「
そ
う
ね
、
モ
ー
ニ
ン
グ
だ
っ
て
ま
ご
つ
く
わ
よ
。
今
日
お
め
で
た
で
、
明
日
お
と
む
ら
い
じ
ゃ
」
と
。
慶
事
・

弔
事
重
畳
。

ま
た
、
こ
の
あ
た
り
、
先
に
触
れ
た
里
見
弴
「
鶴
亀
」
の
姉
妹
の
会
話
を
思
い
出
し
た
い
。
三
越
で
姉
の
喪
服
も
と
い
う
妹
に
対

す
る
妹
に
、
姉
が
「
ま
ア
、
ど
っ
ち
に
し
て
も
、
ど
う
せ
要
る
も
ん
な
ん
だ
し
、
そ
れ
に
こ
の
頃
は
、
ど
こ
で
も
お
通
夜
が
短
い
で

し
ょ
う
？

今
日

き
ょ
う

亡な
く
な

っ
て
、
明
後
日

あ
さ
っ
て

は
も
う
お
葬
式
、
な
ん
て
の
が
多
い
ん
だ
か
ら
、
昔
み
た
い
に
、
不
幸
が
あ
っ
て
か
ら
じ
ゃ
ア

間
に
合
わ
な
い
わ
。
…
…
あ
ん
た
な
ん
か
、
こ
れ
か
ら
ま
す
〳
〵
交
際

つ
き
あ
い

が
広
く
な
る
ば
か
り
な
ん
だ
か
ら
、
夏
冬
と
も
そ
れ
ア
も
う

是
非
も
っ
て
な
き
ア
お
か
し
い
わ
よ
」
と
。
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映
画
『
彼
岸
花
』
清
子
の
台
詞
と
示
す
内
容
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
話
題
や
「
ま
ア
」「
な
き
ア
」「
要
る
も
ん
」「
な
ん

て
」
な
ど
と
い
う
口
調
が
、
里
見
弴
を
通
し
て
小
津
の
血
肉
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

京
都
の
佐
々
木

場
面
変
わ
っ
て
「
丸
ノ
内
」（『
全
集
』）
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。
何
階
部
分
か
は
判
断
出
来
な
い
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
窓
枠
か
ら
全

身
外
に
出
て
ガ
ラ
ス
を
拭
い
て
い
る
。
踏
み
外
そ
う
も
の
な
ら
、
大
け
が
必
至
。
現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
絵
で
あ
る
。
だ
が
、
私

自
身
に
も
似
た
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。
一
九
六
五
年
、
あ
る
い
は
六
六
年
頃
だ
ろ
う
。
私
が
通
っ
て
い
た
札
幌
市
立
一
条
中
学
校
で

の
こ
と
。
大
掃
除
の
際
、
生
徒
た
ち
は
木
造
校
舎
二
階
の
窓
か
ら
、
ほ
ぼ
全
身
乗
り
出
し
て
ガ
ラ
ス
を
拭
い
た
。
二
階
と
は
い
い
条
、

か
な
り
の
高
さ
で
落
ち
れ
ば
只
で
は
済
ま
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
私
も
そ
ん
な
窓
拭
き
を
平
気
で
や
っ
て
い
た
。
安
全
と

か
、
事
故
に
対
す
る
感
覚
な
ど
、
彼
我
の
感
で
あ
る
。

小
津
の
廊
下
を
女
子
社
員
（『
全
集
』
は
「
女
給
仕
」。
こ
の
辺
り
に
も
呼
称
の
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
）
に
案
内
さ
れ
た
三
上
が

や
っ
て
く
る
。
小
津
の
廊
下
（
露
地
）
で
は
、
読
者
が
Ｔ
字
の
足
の
底
か
ら
奥
の
頭
を
見
る
構
図
と
な
る
。
大
和
商
事
の
「
常
務
室
」

（『
全
集
』）。
ド
ア
横
に
は
林
武
の
裸
婦
の
絵
が
掛
か
っ
て
い
る
（「『
彼
岸
花
』
を
語
る
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊

一
九
五
八
・
九
・
一

〇
））。
こ
れ
は
佐
田
啓
二
か
ら
の
借
り
物
で
、
の
ち
、
こ
の
部
屋
を
谷
口
正
彦
（
佐
田
）
が
訪
問
す
る
と
い
う
遊
び
に
繋
が
る
。

昨
日
の
欠
席
に
つ
き
、
三
上
は
幸
せ
な
結
婚
式
に
は
出
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
娘
の
文
子
が
男
と
同
棲
し
て
お
り
、
銀
座
の
ル

ナ
と
い
う
バ
ー
で
働
い
て
い
る
と
。
見
に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
と
平
山
に
頼
む
。

そ
こ
へ
「
京
都
の
旅
館
の
女
将
」（『
全
集
』）
佐
々
木
初
が
見
え
た
と
「
女
給
仕
」。
佐
々
木
は
小
津
が
京
都
で
利
用
し
て
い
た
宿
。
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田
中
眞
澄
編
纂
『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
の
一
九
五
六
年
三
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
項
に
そ
れ
ぞ
れ
「
佐
々
木
泊
」、
同
年
六
月
六

日
の
項
に
「
五
時

吉
井
邸
よ
り
谷
崎
邸

佐
々
木
に
て
会
食

里
見
先
生
と
達
子
さ
ん
と
開
陽
亭
に
よ
つ
て
帰
る
」（
別
手
帳
で
は

「
谷
崎
―
佐
々
木
に
て
会
食

二
泊
」）
と
あ
る
。
吉
井
は
吉
井
勇
、
谷
崎
は
谷
崎
潤
一
郎
。
現
在
、
京
都
市
東
山
区
に
佐
々
木
旅

館
は
存
在
す
る
。
か
な
り
前
、
私
も
宿
泊
し
た
が
、
小
津
が
宿
泊
し
た
宿
で
あ
る
か
は
不
明
。
聞
い
て
は
み
た
の
だ
が
。

初
は
応
接
室
に
通
さ
れ
て
い
た
。
浪
花
千
栄
子
は
『
彼
岸
花
』
に
次
ぎ
『
小
早
川
家
の
秋
』（
一
九
六
一
年
）
に
も
出
演
。
小
津
映

画
で
は
『
東
京
物
語
』
の
杉
村
春
子
と
比
肩
す
る
コ
メ
デ
ィ
エ
ン
ヌ
振
り
を
発
揮
し
て
い
る
。
初
の
上
京
目
的
は
娘
の
幸
子
の
縁
談

と
人
間
ド
ッ
ク
だ
。

人
間
ド
ッ
ク

浪
花
千
栄
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
お
ち
ょ
や
ん
』（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
三
十
日
～
）
の
モ
デ
ル
。
浪
花
は
自
伝
『
水
の

よ
う
に
』（
一
九
六
五
・
八
、
六
芸
書
房
、
未
見
）
に
収
め
ら
れ
た
「
私
を
さ
さ
え
て
く
れ
た
人
々
」
の
「
溝
口
健
二
先
生
」
中
に
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
あ
の
大
患
以
前
、
明
日
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
へ
お
は
い
り
に
な
る
と
い
う
日
、
珍
し
く
先
生
が
、
小
津

お

づ

安
二
郎

や
す
じ
ろ
う

先
生
、
吉
井

よ
し
い

勇い
さ
む

先
生
、
笠り

ゅ
う

智ち

衆し
ゅ
うさ
ん
、
そ
の
他
お
お
ぜ
い
さ
ま
で
嵐
山
へ
お
い
で
に
な
り
、
君
た
ち
、
嵯
峨

さ

が

豆
腐

と
う
ふ

の
ほ
ん

と
う
の
食
べ
方
は
ね
…
…
な
ど
と
、
み
な
さ
ん
で
嵯
峨
豆
腐
を
御
賞
味
な
さ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
、
私
を
小
津
先
生
に
御
紹
介

く
だ
さ
っ
て
、
／
「
お
っ
ち
ゃ
ん
（
小
津
先
生
の
こ
と
）
浪
花
君
、
た
の
み
ま
す
よ
｣／
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

小
津
先
生
も
、「
彼
岸
花
」
と
「
小
早
川
家
の
秋
」
の
二
本
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
溝
口
先
生
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
お
な
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
／
名
匠
ふ
た
り
、
あ
の
世
で
、
純
粋
な
映
画
を
愛
す
る
話
題
に
、
花
を
咲
か
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
ご
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ざ
い
ま
し
ょ
う
。
つ
い
で
に
、
と
申
し
ま
し
て
は
失
礼
で
す
が
、
こ
の
小
津
組
の
現
場
が
溝
口
組
と
は
ま
た
違
う
、
ま
る
で
お
通
夜

に
行
っ
た
よ
う
な
静
か
さ
で
、
先
生
の
演
出
に
は
、
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
注
文
が
ど
ん
ど
ん
出
さ
れ
、
並
た
い
て
い
の
苦
心
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ほ
ん
の
さ
細
な
こ
と
ま
で
が
、
ほ
ん
と
う
に
い
い
勉
強
に
な
り
、
自
分
へ
の
プ
ラ
ス
が
目
に
見
え

る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」（
こ
こ
で
の
引
用
は
、
浪
花
千
栄
子
『
水
の
よ
う
に
』
二
〇
二
〇
・
一
一
、
朝
日
新
聞
出
版
に
よ
る
）。

「
あ
の
大
患
」
と
い
う
の
は
、
溝
口
健
二
が
一
九
五
六
年
、
白
血
病
に
罹
患
し
逝
去
し
た
こ
と
を
指
す
。
小
津
日
記
を
繰
れ
ば
、
そ

の
前
の
京
都
行
き
は
一
九
五
四
年
六
月
、
十
一
月
な
ど
。
い
ず
れ
も
佐
々
木
に
行
っ
て
い
る
。
小
津
演
出
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
俳

優
・
女
優
も
よ
く
証
言
し
て
い
る
こ
と
。
溝
口
が
小
津
に
浪
花
の
起
用
を
薦
め
て
い
た
の
は
記
憶
し
た
い
。
も
う
ひ
と
つ
。
溝
口
が

人
間
ド
ッ
ク
に
入
っ
た
と
い
う
証
言
。
む
ろ
ん
、『
彼
岸
花
』
の
佐
々
木
初
に
通
ず
る
。

岩
塚
徹
「
総
合
検
診
の
沿
革
」（『
日
本
総
合
検
診
医
学
会
誌
』
20
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
い
わ
ゆ
る
人
間
ド
ッ

ク
は
、
国
立
東
京
第
一
病
院
（
現
・
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
）
で
一
九
五
四
年
に
始
ま
っ
た
。
岩
塚
は
、
一
九
五
八
年
聖
路

加
病
院
で
始
ま
っ
た
一
泊
二
日
の
検
診
が
現
在
の
形
態
の
原
型
で
あ
る
と
い
う
。『
彼
岸
花
』
の
初
が
受
診
す
る
の
は
聖
路
加
病
院

で
あ
る
。
溝
口
が
人
間
ド
ッ
ク
に
入
っ
た
と
い
う
の
が
ヒ
ン
ト
に
は
な
っ
た
だ
ろ
う
が
、
新
し
も
の
好
き
の
小
津
が
自
作
に
取
り
入

れ
た
の
は
も
っ
と
も
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
浅
は
か
な
ト
リ
ッ
ク
」

初
の
上
京
が
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
た
め
と
し
て
、
そ
れ
が
「
お
母
ち
ゃ
ん
の
浅
は
か
な
ト
リ
ッ
ク
」
だ
と
い
う
の
は
、
平
山
家
に

挨
拶
に
来
た
幸
子
の
台
詞
で
あ
る
。
京
都
に
だ
っ
て
病
院
は
あ
る
だ
ろ
う
と
尋
ね
る
平
山
に
、
幸
子
が
応
え
る
の
だ
。
聖
路
加
病
院
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の
受
診
が
、
部
下
の
若
い
先
生
と
幸
子
を
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
策
略
な
の
だ
と
。
里
見
弴
の
原
作
で
は
、
病
院
の
医
師
は
平
山
や

三
上
の
「
グ
ル
ー
プ
」（『
初
舞
台
・
彼
岸
花

里
見
弴
作
品
選
』
以
下
同
。）
の
ひ
と
り
と
い
う
設
定
だ
が
、
映
画
で
は
そ
の
設
定
は

採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
映
画
『
彼
岸
花
』
に
お
い
て
、
こ
の
母
の
ト
リ
ッ
ク
が
の
ち
に
幸
子
の
ト
リ
ッ
ク
と
な
っ
て
物
語
を
閉
め
る

こ
と
に
な
る
。

映
画
『
彼
岸
花
』
の
メ
イ
ン
プ
ロ
ッ
ト
は
、
平
山
節
子
と
谷
口
正
彦
の
結
婚
を
巡
る
平
山
父
娘
の
葛
藤
だ
ろ
う
。
平
山
渉
は
娘
が

勝
手
に
決
め
た
谷
口
と
の
結
婚
が
気
に
入
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、
谷
口
は
平
山
が
勤
め
る
大
和
商
事
の
常
務
室
に
、
い
き
な
り
訪
れ
、

節
子
と
の
結
婚
を
許
し
て
く
れ
と
い
う
の
だ
。
平
山
の
み
な
ら
ず
、
映
画
の
読
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
は
唐
突
の
感
、
拭
い
え
な
い
。

一
方
の
原
作
で
は
、
谷
口
は
、
冒
頭
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
安
藤
（
映
画
は
河
合
）
の
妻
・
ま
ち
子
の
弟
と
い
う
設
定
で
、
平
山
と
も

知
ら
ぬ
仲
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
、
映
画
脚
本
の
小
津
と
野
田
に
は
、
里
見
弴
の
『
彼
岸
花
』
の
人
物
関
係
が
無
意
識
に
刷

り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
谷
口
を
ま
っ
た
く
の
他
人
と
し
て
し
ま
っ
た
説
明
不
足
と
い
う
か
、
う
っ

か
り
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

里
見
弴
の
役
割

原
作
・
脚
色
に
里
見
弴
と
小
津
安
二
郎
が
名
を
連
ね
る
『
青
春
放
課
後
』（
一
九
六
三
年
）
を
論
じ
た
際
、
私
は
、「
里
見
弴
の
関
与

を
軽
く
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
も
の
の
「
実
際
に
運
筆
し
て
い
た
の
は
小
津
自
身
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
」（「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・

ヴ
ュ
―
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
―
㉑『
青
春
放
課
後
』
―
岡
惚
れ
女
と
下
駄
ば
き
男
、あ
る
い
は「
日
本
語
の
妙
味
」
―
」

本
誌
50
、
二
〇
一
八
・
三
。
こ
こ
で
の
引
用
は
『
小
津
の
汽
車
が
走
る
時

続
・
精
読

小
津
安
二
郎
』）
と
書
い
た
。
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里
見
弴
の
四
男
に
し
て
、『
早
春
』
以
降
『
秋
刀
魚
の
味
』
ま
で
小
津
作
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
山
内

や
ま
の
う
ち

静
夫
は
、『
青
春

放
課
後
』
成
立
の
事
情
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
二
月
中
頃
か
ら
打
合
せ
に
入
り
、
父
が
先
に
書
き
あ
げ
て
小
津
先
生

の
手
に
渡
し
た
。
三
月
十
日
か
ら
先
生
の
手
が
入
り
、
十
一
、
十
二
両
日
徹
夜
、
十
三
日
午
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
渡
し
た
。
放
送
日
が
二
十

一
日
に
決
ま
っ
て
い
た
。
オ
レ
の
原
稿
に
あ
ん
な
に
朱
筆

あ

か

を
入
れ
ら
れ
た
の
は
初
め
て
だ
、
と
父
も
苦
笑
い
し
て
い
た
が
、
作
家
と

の
共
作
だ
ろ
う
が
、
テ
レ
ビ
だ
ろ
う
が
、
小
津
先
生
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
一
字
一
句
自
分
の
も
の
に
す
る
小
津
流
は
ゆ
る

ぎ
も
し
な
か
っ
た
」（『
八
十
年
の
散
歩
』
二
〇
〇
七
・
一
一
、
冬
花
社
）。
山
内
の
証
言
に
照
ら
せ
ば
、
里
見
弴
の
役
割
は
、
先
の
私

の
判
断
よ
り
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
里
見
邸
で
の
打
ち
合
わ
せ
で
運
筆
し
て
い
た
の
は
、
や
は
り
小
津
に
違
い
な
か

ろ
う
。

『
彼
岸
花
』
の
場
合
、
や
や
事
情
は
異
な
る
だ
ろ
う
か
。
里
見
の
小
説
と
小
津
の
映
画
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
独
立
の
作
品
と
し
て
読

め
る
の
は
当
然
だ
。
原
作
と
し
て
の
里
見
「
彼
岸
花
」
と
映
画
で
あ
る
小
津
『
彼
岸
花
』
は
似
て
非
な
る
も
の
と
済
ま
せ
ら
れ
な
い

こ
と
を
、
私
は
こ
れ
か
ら
述
べ
た
い
。

解
説
「
謎
の
巨
人
・
里
見
弴
」
で
、
武
藤
康
史
は
「
映
画
と
小
説
と
で
は
登
場
人
物
の
名
前
か
ら
し
て
異
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
設

定
も
若
干
違
い
、
会
話
は
ほ
と
ん
ど
別
も
の
で
あ
る
。
三
者
共
同
に
よ
る
原
案
を
も
と
に
し
つ
つ
、
別
々
の
道
を
た
ど
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
で
も
原
作
里
見
弴
と
い
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
は
、
小
津
安
二
郎
の
敬
意
あ
る
い
は
謝
意
が
こ
め
ら
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
。
は
た
し
て
そ
う
か
。
里
見
弴
の
小
説
と
小
津
安
二
郎
の
映
画
を
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
に
捉
え
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
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ト
リ
ッ
ク
が
結
ぶ
二
組

ふ
た
く
み

ト
リ
ッ
ク
再
び
で
あ
る
。
映
画
で
の
「
ト
リ
ッ
ク
」
は
、
先
に
触
れ
た
佐
々
木
初
の
人
間
ド
ッ
ク
が
ら
み
で
登
場
し
た
。
次
い
で
、

築
地
の
宿
で
佐
々
木
幸
子
が
平
山
渉
に
仕
掛
け
た
も
の
が
本
線
と
な
る
。
平
山
は
、
佐
々
木
初
が
気
に
入
る
縁
談
よ
り
、
幸
子
が
好

き
な
人
を
選
べ
と
勧
め
る
。
こ
れ
が
ト
リ
ッ
ク
。
幸
子
は
今
の
は
作
り
話
で
、
節
子
の
結
婚
を
渉
が
承
知
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う

の
だ
。

里
見
弴
の
小
説
で
は
ど
う
か
。
こ
ち
ら
も
、
ま
ず
は
、
や
は
り
人
間
ド
ッ
ク
が
ら
み
。
平
山
家
の
食
堂
で
節
子
が
母
・
清
子
に
話

す
。
検
査
入
院
中
の
初
が
娘
の
幸
子
を
見
舞
に
呼
ぶ
の
を
、
幸
子
に
と
思
っ
て
い
る
若
い
医
者
（
小
泉
）
の
回
診
時
間
に
合
わ
せ
て

い
る
と
。
幸
子
は
「
わ
ざ
と
お
そ
く
行
く
」
と
報
告
す
る
節
子
に
、
母
は
「
す
る
と
、
気
に
入
ら
な
い
ん
だ
ね
？
」。
節
子
は
「
う
ゝ

ん
、
別
に
好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
い
ん
で
す
っ
て
。
だ
け
ど
、
あ
た
し
だ
っ
て
、
そ
ん
な
謀
略

ト
リ
ツ
ク

み
た
い
な
ま
ね
さ
れ
た
ら
、
途
端
に

反
撥

は
ん
ぱ
つ

し
ち
ま
う
な
ア
」
と
応
え
る
。

も
う
少
し
続
け
よ
う
。「
そ
れ
を
ト
リ
ッ
ク
だ
な
ん
て
言
う
ん
な
ら
、
一
体
、
見
合
結
婚
は
ど
う
な
る
の
？
」
と
い
う
母
に
、「
ずㅟ

れㅟ

も
ひ
で
え
も
ん
じ
ゃ
ア
な
い
の
」
と
娘
。「
ひ
で
え
も
ん
」
だ
。
す
か
さ
ず
母
は
「
ま
ア
、
な
ん
て
口
の
利き

き
よ
う
で
し
ょ
う
。
…
…

だ
け
ど
、あ
た
し
た
ち
は
、ご
く
あ
た
り
ま
え
の
見
合
結
婚
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」、娘
は「
そ
れ
で
も
こ
ん
な
に
う
ま
く
い
っ
て
る
、っ

て
仰お

つ

有し
や

り
た
い
ん
で
し
ょ
う
？

そ
の
点
、
大
い
に
認
め
て
る
け
ど
、
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
慍お

こ

ら
れ
る
か
な
？
」。「
慍お

こ

ら
れ
る
」
と
遠

慮
し
て
い
る
幸
子
は
、続
け
て「
こ
れ
、想
像
だ
け
ど
ね
、簡
単
時
代
の
簡
単
人
種
に
は
、や
っ
ぱ
り
簡
単
な
方
法
が
一
番
性し

よ
う

に
適あ

っ

て
た
の
ね
。
き
っ
と
そ
う
だ
と
思
う
わ
」。

こ
の
あ
た
り
の
会
話
。
里
見
弴
だ
な
あ
。「
ひ
で
え
も
ん
」
と
い
う
よ
う
な
、
娘
の
世
代
の
蓮
っ
葉
な
物
い
い
を
写
し
つ
つ
、
す
ぐ
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に
母
に
敬
語
を
遣
わ
せ
る
。
見
合
い
結
婚
に
つ
い
て
触
れ
れ
ば
、
見
合
い
結
婚
と
恋
愛
結
婚
の
比
率
が
逆
転
す
る
の
は
、
一
九
六
五

～
六
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
（『
平
成
22
年
第
14
回
出
生
基
本
動
向
調
査
（
結
婚
と
出
生
に
関
す
る
全
国
調
査
）
―
第
Ⅰ
報
告
書
―

わ
が
国
夫
婦
の
結
婚
過
程
と
出
生
力
』
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
『
調
査
研
究
報
告
資
料
』
29
、
二
〇
一
二
・
三
）。
高
度

経
済
成
長
期
は
日
本
人
の
生
活
の
大
激
変
期
で
あ
っ
た
。
結
婚
過
程
の
相
違
、
生
死
の
場
所
の
変
化
（
家
庭
分
娩
・
施
設
分
娩
や
家

庭
で
の
死
・
病
院
で
の
死
の
逆
転
）な
ど
な
ど
。
親
子
・
長
幼
の
言
葉
遣
い
の
変
化
も
、こ
こ
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。「
簡
単
時
代
」、

「
簡
単
人
種
」、「
簡
単
方
法
」
と
娘
が
母
を
評
す
る
の
は
、
引
用
部
分
の
少
し
前
で
、
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
講
師
の
「
至
極

し
ご
く

、
簡
単
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
」
を
承
け
て
い
る
。
幸
子
の
は
つ
に
対
す
る
揶
揄
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
テ
レ
ビ
料
理
番
組
最
初
期
に

活
躍
し
た
江
上
ト
ミ
（
一
八
九
九
～
一
九
八
〇
年
）
を
指
そ
う
か
。

蒲
郡
へ

映
画
の
蒲
郡
は
旧
制
中
学
の
同
窓
会
。
三
上
が
詩
吟
「
楠
木
正
行
如
意
輪
堂
の
壁
板
に
辞
世
を
書
す
る
の
図
に
題
す
」
を
吟
じ
、

皆
が
「
青
葉
茂
れ
る
桜
井
の
」
と
、
落
合
直
文
の
唱
歌
「
桜
井
の
訣
別
」（「
大
楠
公
の
歌
」）
を
唱
和
す
る
。
一
方
、
小
説
で
は
例
の

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
に
河
合
は
つ
・
幸
子
を
加
え
た
集
ま
り
で
あ
る
。
小
津
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
六
年
六
月
三
日
か
ら
、
志
賀
直

哉
、
里
見
弴
と
の
三
人
旅
に
出
、
四
日
に
蒲
郡
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
蒲
郡
ホ
テ
ル
は
、
一
九
八
七
年
、
蒲
郡
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
か
ら
蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
。
ま
た
、
同
年
九
月
八
日
の
項
に
は
「
野
田
夫
妻

蒲
郡
の
ク
ラ
ス
会
に

出
か
け
る
」
と
あ
る
。

さ
て
、
里
見
弴
「
彼
岸
花
」
の
蒲
郡
。
大
阪
で
の
商
用
を
終
え
た
平
山
、
京
都
の
学
会
で
河
合
に
滞
在
し
て
い
た
医
者
の
木
村
、
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そ
れ
に
加
え
て
、
河
合
は
つ
・
幸
子
母
子
が
特
急
「
は
と
」
の
「
特
二
」（
特
別
二
等
車
）
で
蒲
郡
に
向
か
う
。
平
山
と
幸
子
の
会
話
。

木
村
の
と
こ
ろ
の
若
い
医
者
・
小
泉
の
こ
と
を
「
気
に
入
ら
な
い
の
や
ら
、
結
婚
そ
の
も
の
に
全
然
興
味
が
湧
か
な
い
の
や
ら
、
そ

こ
ら
さ
え
は
っ
き
り
さ
せ
て
く
れ
な
い
、
と
の
こ
と
で
、
だ
い
ぶ
悄
気

し
よ
げ

て
い
た
」
と
、
は
つ
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
平
山
。「
存
外
、

情
人

い
い
ひ
と

で
も
こ
さ
え
て
る
の
で
は
な
い
か
」
と
平
山
が
は
つ
に
冗
談
を
い
っ
た
と
も
。

こ
れ
に
対
す
る
幸
子
の
答
え
は
意
外
な
も
の
だ
っ
た
。
引
用
は
や
や
長
い
。「
―
稼
業

し
よ
う
ば
い

も
そ
う
と
う
忙
し
く
、
年
が
ら
年
じ
ゅ

う
あ
ゝ
い
う
母
親
に
追
い
廻
さ
れ
な
が
ら
、
情
人
の
な
ん
の
と
そ
ん
な
悠ゆ

う

暢ち
よ
うな
暇
が
あ
る
か
ど
う
か
、
小
父
様
、
つ
も
っ
て
も
お
わ

か
り
だ
ろ
う
。
結
婚
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で
、
近
年
だ
い
ぶ
弱
っ
て
来
た
母
親
を
擁か

か

え
て
、
自
分
で
言
う
の
も
お
か
し
い
が
、
何

か
に
つ
け
、
あ
た
し
が
い
な
け
れ
ば
埒ら

ち

の
あ
き
か
ね
る
こ
と
ば
か
り
、
嫁
に
な
ど
行
か
れ
る
身
で
は
な
い
と
い
う
の
が
実
状
。
そ
れ

も
、
お
松
に
屋
号

し
に
せ

を
譲
っ
て
、
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
稼
業

し
よ
う
ば
い

か
ら
手
を
引
く
、
と
で
も
い
う
の
な
ら
、
…
…
そ
う
な
っ
て
か
ら
あ
と
の
話
な

ら
、
ま
た
別
だ
け
れ
ど
、
知
っ
て
の
と
お
り
の
あ
の
娑
婆

し
や
ば

ッ
気け

ゆ
え
、
当
分
そ
ん
な
こ
と
に
な
ろ
う
気
遣
は
な
く
、
つ
ま
り
は
「
出

来
な
い
相
談
」
な
の
だ
。
母
親
も
そ
こ
へ
気
が
つ
い
て
い
れ
ば
こ
そ
、
今
ま
で
の
縁
談
に
は
、
必
ず
婿
養
子

む
こ
よ
う
し

と
い
う
条
件
が
つ
い
て

い
た
。
そ
の
く
せ
、
お
い
そ
れ
と
飛
び
つ
い
て
来
る
よ
う
な
人
の
肚は

ら

な
ら
、
す
ぐ
底
の
底
ま
で
読
み
と
っ
て
了し

ま

う
母
親
、
こ
れ
ま
た

「
出
来
な
い
相
談
」
で
あ
る
こ
と
、
初は

な

か
ら
わ
か
り
き
っ
て
い
る
の
に
、
性
懲

し
よ
う
こ
り

も
な
く
、
何
遍
同
じ
愚ぐ

を
繰
り
返
し
た
こ
と
か
。
そ

ん
な
わ
け
ゆ
え
、
夙と

う

か
ら
自
分
は
、
嫁
に
は
い
か
ぬ
、
い
や
、
い
か
れ
な
い
も
の
、
と
心
に
深
く
き
め
込
ん
で
い
る
、
と
、
正
面
に

顔
と
顔
と
を
見
合
わ
さ
ず
に
す
む
座
席
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
ず
ば
り
〳
〵
言
っ
て
退の

け
た
」。
母
を
残
し
て
嫁
に
も
行
け
ぬ
し
、
さ

り
と
て
婿
養
子
も
嫌
な
の
で
、
は
な
か
ら
「
出
来
な
い
相
談
」
だ
と
い
う
の
だ
。
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会
話
の
工
夫

引
用
部
分
は
会
話
を
地
の
文
に
し
て
い
る
。
里
見
弴
の
特
徴
の
ひ
と
つ
な
の
だ
。
か
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
里
見
は
興
味

深
い
こ
と
を
い
っ
て
い
た
。「
彼
岸
花
」
三
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
発
表
の
「
雲
」
を
収
録
し
た
単
行
本
『
恋
ご
こ
ろ
』

（
一
九
五
五
・
九
、
文
藝
春
秋
新
社
）
の
「
あ
と
が
き
」
自
作
解
説
に
「
ま
だ
大
抵
の
雑
誌
が
仙
花
紙
と
か
い
ふ
、
表
は
ツ
ル
〳
〵
、

裏
は
ザ
ラ
ザ
ラ
の
、
粗
悪
な
紙
し
か
得
ら
れ
ず
、
経
営
者
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
一
般
に
も
紙
そ
の
も
の
の
貴
重
さ
が
骨
身
に
滲
み

て
ゐ
た
頃
と
て
、
小
説
中
の
会
話
を
い
ち
〳
〵
鉤か

ぎ

括
弧

く
わ
つ
こ

で
纈く

ヽ

つ
て
別
行
起
し
に
す
る
こ
と
、
作
家
の
立
場
と
し
て
も
遠
慮
し
た
い
気

持
が
生
じ
て
、
本
文

ほ
ん
も
ん

か
ら
引
き
続
き
に
づ
る
〳
〵
と
書
き
流
し
た
。
ど
こ
ま
で
が
甲
の
で
、
ど
こ
か
ら
乙
の
言
葉
に
移
る
の
か
、
一

目
瞭
然
の
区
切

く
ぎ
り

の
立
た
ぬ
不
便
は
あ
つ
た
け
れ
ど
、
一
方
ま
た
さ
う
い
ふ
難
局
に
処
す
る
工
夫
か
ら
、
多
少
の
得
る
と
こ
ろ
も
な
し

と
し
な
か
つ
た
。
こ
の
癖
い
ま
に
脱
け
ず
、
作
品
に
よ
つ
て
は
依
然
こ
れ
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
緜
々

め
ん
〳
〵

と
し
て
藎
き
ざ
る
態か

た
ち

、
人
の
一

生
を
叙
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
い
く
ぶ
ん
視
覚
的
な
効
果
を
も
伴
つ
て
、
さ
う
悪
く
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

や
や
こ
ち
た
い
論
議
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、実
に
興
味
深
い
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、仙
花
紙
。
ペ
ー
ジ
を
繰
る
と
細
か
な
埃
が
舞
っ

た
り
す
る
、
臭
い
も
手
触
り
も
独
特
な
モ
ノ
だ
っ
た
。
ま
だ
沢
山
私
の
手
元
に
も
あ
る
。
印
刷
紙
の
状
況
に
顧
慮
し
た
工
夫
だ
っ
た

と
い
う
の
は
、
同
時
代
を
生
き
た
人
に
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
に
は
、
留
め
る
に
値
す
る
貴
重
な
証
言
だ
。

思
え
ば
、
昔
の
小
説
は
改
行
が
少
な
か
っ
た
な
。
紙
事
情
か
ら
文
体
の
変
化
を
見
る
こ
と
も
出
来
る
の
か
。

も
う
ひ
と
つ
。
引
用
最
後
の
あ
た
り
。「
視
覚
的
効
果
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。
里
見
弴
の
良
き
読
者
で
は
な
い
私
に
は
、
な
ん
と
も
判

断
し
か
ね
る
。
里
見
が
そ
う
自
覚
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
検
討
に
値
す
る
課
題
と
な
ろ
う
か
。

一
八

痙攣するデジャ・ヴュ ―ビデオで読む小津安二郎―



二
組

ふ
た
く
み

な
い
し
四
組

よ
く
み

の
男
女

再
度
の
確
認
を
す
れ
ば
、
映
画
の
メ
イ
ン
プ
ロ
ッ
ト
は
、
平
山
節
子
の
結
婚
だ
ろ
う
。
佐
々
木
幸
子
の
見
事
な
ト
リ
ッ
ク
に
か
か

り
、
平
山
渉
が
娘
の
結
婚
を
認
め
る
の
だ
。
そ
れ
に
対
し
、
里
見
弴
の
小
説
で
は
、
二
組
な
い
し
四
組
の
カ
ッ
プ
ル
の
色
模
様
が
描

か
れ
る
。

簡
単
に
整
理
し
よ
う
。
ま
ず
、「
鶴
見
家
・
安
藤
家
御
結
婚
式
場
」
の
安
藤
（
映
画
の
河
合
）
の
「
美
代
ち
ゃ
ん
」。
新
郎
の
鶴
見
は

谷
口
正
彦
の
同
僚
。
谷
口
は
義
兄
の
安
藤
に
、「
美
代
ち
ゃ
ん
」
は
女
中
二
人
分
ぐ
ら
い
の
働
き
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
た
。

二
組
目
は
、そ
の
披
露
宴
に
遅
参
し
た
三
上
の
娘
・
文
子
。
四
年
前
二
十
歳
の
時
。「
父
親
と
の
烈
し
い
正
面
衝
突
の
挙
句
」家
出
。

肺
病
病や

み
の
吉
川
と
同
棲
し
て
お
り
、
父
と
親
し
い
平
山
に
無
心
す
る
。
や
が
て
吉
川
は
亡
く
な
り
、
文
子
は
修
道
院
へ
。
映
画
で

は
、
文
子
は
銀
座
の
バ
ー
・
ル
ナ
に
勤
め
て
い
る
が
、
同
棲
相
手
や
修
道
院
の
こ
と
な
ど
は
描
か
れ
な
い
。

三
組

み
く
み

目
は
、
京
都
は
河
合
は
つ
の
娘
・
幸
子
と
人
間
ド
ッ
ク
の
若
医
者
・
小
泉
。
こ
の
二
人
は
、
は
つ
の
意
向
を
受
け
た
平
山
の

慫
慂
に
よ
り
、
ど
う
や
ら
結
ば
れ
る
方
向
だ
。
蒲
郡
か
ら
の
帰
途
、
豊
橋
駅
の
「
歩

廊

プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム

の
立
話
」。
平
山
は
い
う
。「
君
の
気
持
、

帰
っ
て
か
ら
手
紙
で
で
も
い
っ
て
よ
こ
さ
な
い
か
。
ま
だ
二
三
度
し
か
会
っ
て
な
い
が
、
小
泉
君
っ
て
人
、
僕
ア
好
き
だ
な
。
男お

と
こ

惚ぼ

れ
っ
て
の
か
、
正
直
い
っ
て
木
村
よ
り
好
き
な
く
ら
い
な
ん
だ
が
、
君
は
…
…
」
と
。
こ
れ
に
続
く
、
幸
子
が
重
要
だ
が
、
今
し
ば

し
。谷

口
正
彦
の
場
所

そ
し
て
四
組
目
が
平
山
節
子
と
谷
口
正
彦
。
映
画
で
の
谷
口
の
登
場
が
、
や
や
唐
突
の
感
あ
る
こ
と
、
既
に
述
べ
た
。
小
説
は
違
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う
。
ま
ず
、三
上
周
吉
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
結
婚
披
露
宴
。
谷
口
は
か
く
現
れ
る
。
旅
行
に
出
る
新
婚
夫
婦
が
階
段
を
降
り
て
く
る
。

「
…
…
踊
り
場
の
あ
た
り
で
、
血
色
の
い
ゝ
、
若
々
し
い
顔
に
似
合
わ
ず
綺
麗
に
白
髪
に
な
っ
た
安
藤
の
妻
女
に
何
や
ら
囁さ

さ
や

か
れ
て
、

モ
ー
ニ
ン
グ
着
用
の
青
年
が
、
忙い

そ

が
わ
し
く
取
っ
て
返
し
た
が
、
そ
の
間ま

に
も
一
同
は
、
広
間
を
横
切
り
、
見
送
り
の
た
め
に
居
残
っ

た
人
々
と
も
合
流
し
て
、
賑
々

に
ぎ
に
ぎ

し
く
玄
関
に
か
ゝ
っ
た
時
分
に
、
早
く
早
く
と
急せ

き
た
て
る
様
子
で
、
背
後

う
し
ろ

を
振
り
向
き
ふ
り
む
き

の
青
年
が
階
段
を
駈
け
お
り
る
と
、
五
六
歩
お
く
れ
て
…
…
」。
こ
の
「
モ
ー
ニ
ン
グ
着
用
」「
振
り
向
き
ふ
り
む
き
の
青
年
」
が
谷
口

正
彦
で
あ
る
。
改
行
す
ぐ
に
続
け
て
、「「
な
に
ま
ご
〳
〵
し
て
る
ん
だ
、
安
藤
の
や
つ
｣／
と
、
さ
も
歯
痒

は
が
ゆ

げ
に
平
山
が
呟つ

ぶ
や

き
、
玄
関

の
ほ
う
へ
目
を
向
け
る
と
、
人
々
の
渦う

ず

に
揉も

ま
れ
て
来
た
新
夫
婦
は
、
早
く
も
自
動
車
の
扉ド

ア

ち
か
く
、
手
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
の

に
、思
わ
ず
大
胯

お
お
ま
た

に
歩
み
寄
り
な
が
ら
声
を
か
け
よ
う
と
し
た
時
、あ
と
も
う
二
三
段
と
い
う
と
こ
ろ
で
ぴ
た
り
と
足
を
停
め
て
了
っ

た
安
藤
は
、
そ
こ
か
ら
も
見
え
よ
う
、
片
手
を
欄
干

て
す
り

に
、
じ
ッ
と
玄
関
先
に
瞳ひ

と
み

を
据す

え
た
ま
ゝ
、
…
…
奥
歯
の
噛
み
締
め
で
瘤こ

ぶ

こ
ぶ

に
な
っ
た
頬
が
蠢う

ご
め

き
、
顳
顬

こ
め
か
み

に
怒
張
し
た
青
脈

じ
よ
う
み
や
く

は
今
に
も
破
裂
せ
ん
ば
か
り
、
…
…
喜
怒
哀
楽
の
ど
れ
ひ
と
つ
と
も
片
づ
け
ら

れ
な
い
、
何
か
ぎ
り
〳
〵
い
っ
ぱ
い
の
表
情

か
お
つ
き

に
、
恐
ら
く
た
っ
た
二
人
の
目
撃
者
な
る
三
上
と
平
山
、
そ
の
場
に
釘
づ
け
の
、
言
葉

と
て
な
か
っ
た
」。

ま
た
ま
た
長
く
引
い
て
し
ま
っ
た
が
、
次
々
と
シ
ョ
ッ
ト
を
割
っ
て
い
る
か
に
思
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
『
恋
ご
こ
ろ
』
の
「
あ

と
が
き
」
に
あ
っ
た
里
見
弴
の
自
作
解
説
に
触
れ
た
が
、「
視
覚
的
な
効
果
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
行
文
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
い
う
な
ら
、「
そ
こ
か
ら
も
見
え
よ
う
」
と
い
う
部
分
。「
そ
こ
」
と
は
ど
こ
か
。
玄
関
の
自
動
車
と
階
上
の
安
藤
を
同
時
に
見
ら

れ
る
中
間
地
点
。「
踊
り
場
」
に
居
る
平
山
及
び
三
上
の
位
置
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
映
像
的
視
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
映
画

や
小
説
の
読
者
の
視
点
で
も
あ
る
の
だ
。
読
者
が
三
上
・
平
山
と
い
う
父
親
の
視
点
を
借
り
て
、
娘
を
送
る
安
藤
の
気
持
ち
を
共
有
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す
る
仕
掛
け
な
の
で
あ
る
。

読
者
の
シ
ン
ク
ロ

こ
こ
で
谷
口
は
安
藤
の
表
情
を
見
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
三
上
・
平
山
夫
妻
が
安
藤
の
家
に
行
っ
た
場

面
。
平
山
が
階
段
で
の
安
藤
の
「
め
そ
」
を
か
ら
か
い
、
お
開
き
と
な
り
、「
ひ
と
足
さ
き
に
流
し
の
円
タ
ク
を
拾
い
に
出
、
一
同
を

乗
せ
て
送
り
帰
し
て
来
た
正
彦
は
、
薄
暗
い
玄
関
に
突
ッ
伏
し
て
い
る
義
兄
と
、
手
巾

ハ
ン
ケ
チ

を
顔
に
、
し
ょ
ん
ぼ
り
柱
に
凭
れ
か
ゝ
っ
て

い
る
姉
と
を
見
た
。
咄
嗟

と
つ
さ

に
は
、は
ッ
と
息
を
呑
ん
だ
よ
う
な
も
の
の
、す
ぐ
馬
鹿
々
々
し
い
気
が
し
、声
も
か
け
ず
に
奥
へ
は
い
っ

た
」。多

言
を
要
す
ま
い
。
玄
関
の
義
兄
と
柱
に
凭
れ
る
姉
ま
ち
子
は
、
あ
の
階
段
の
安
藤
に
通
ず
る
。
娘
を
嫁
に
や
っ
た
義
兄
夫
妻
を

通
し
て
、
谷
口
は
つ
い
今
ま
で
一
緒
に
居
た
平
山
夫
妻
の
心
情
を
慮
る
。
ま
だ
許
し
を
得
て
い
な
い
夫
妻
の
娘
節
子
と
の
恋
愛
の
行

く
末
を
想
像
す
る
か
ら
で
あ
る
。「
す
ぐ
馬
鹿
々
々
し
い
」
と
は
思
う
も
の
の
だ
が
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
読
者
が
彼
ら
の
心
情
に
シ
ン

ク
ロ
す
る
よ
う
に
導
か
れ
る
。

平
山
に
と
っ
て
、
映
画
と
違
い
、
小
説
の
谷
口
は
知
ら
ぬ
男
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、「
だ
し
ぬ
け
に
会
社
に
来
て
」「
嫁
に
く
れ
」

と
い
う
の
で
は
「
寝
耳
に
水
」、「
筋
道
を
弁わ

き
ま

え
な
い
」、「
軽
挙
盲マ

マ

動
」
だ
と
い
う
の
だ
。
要
す
る
に
、
父
親
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が

侵
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。
ま
し
て
、
知
ら
ぬ
仲
で
も
な
い
の
だ
か
ら
。
映
画
の
方
で
は
、
平
山
清
子
が
節
子
に
、
渉
が
谷
口
の
こ

と
を
興
信
所
で
調
べ
て
い
る
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
心
許
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
興
信
所
。
探
偵
社
で
あ
る
。
浮

気
調
査
な
ど
で
生
き
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、今
や
結
婚
や
就
職
の
場
面
で
は
か
な
り
後
退
し
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
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『
彼
岸
花
』
の
時
点
に
戻
っ
て
み
よ
う
。

大
妻
コ
タ
カ
『
女
性
教
養
家
事
全
書
』（
一
九
五
三
・
一
〇
、
日
本
女
子
教
育
会
、
初
刊
は
一
九
三
六
年
）
に
は
、
結
婚
相
手
の
調

査
に
つ
き
、「
こ
れ
は
媒
酌
人

ば
い
し
や
く
に
ん

な
り
両
親

れ
う
し
ん

な
り
が
適
当

て
き
た
う

に
調
査

て
う
さ

し
て
く
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
人

ほ
ん
に
ん

と
し
て
も
全
然

ぜ
ん
ぜ
ん

そ
れ
等ら

の
人
任

ひ
と
ま
か

せ
と
い
ふ
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
生せ

う

を
共と

も

に
す
べ
き
相
手

あ
い
て

の
人
物

じ
ん
ぶ
つ

に
就つ

い
て
は
充
分

じ
う
ぶ
ん

知し

つ
て
置お

か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
即す

な
は

ち
、
身
許

み
も
と

（
現
住
所

げ
ん
じ
ゆ
う
し
よ

、
原
籍
地

げ
ん
せ
き
ち

、
族ぞ

く

籍せ
き

）
職
業

し
よ
く
げ
う

、
勤
務
先

き
ん
む
さ
き

、
財
産

ざ
い
さ
ん

及お
よ
び

収
入

し
う
に
ふ

、
教
育

け
う
い
く

程
度

て
い
ど

、
健
康

け
ん
か
う

状
態

じ
や
う
た
い

、
素
行

そ
か
う

、
思
想

し
さ
う

、

長
所

ち
や
う
し
よ

短
所

た
ん
し
よ

、
趣
味

し
ゆ
み

、
教
養

け
う
や
う

嗜
好

し
か
う

、
先
方

せ
ん
ぱ
う

の
家
風

か
ふ
う

、
家
族

か
ぞ
く

等と
う

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
を
経
た
高
度
経
済
成
長
が
日
本
人
の
感
覚
を

大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
大
妻
コ
タ
カ
が
挙
げ
る
調
査
項
目
が
戦
前
か
ら
戦
後
初
期

に
か
け
て
の
私
た
ち
の
意
識
を
縛
っ
て
い
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
引
用
し
た
戦
後
の
版
で
も
「
族
籍
」
が
残
っ

て
い
た
り
す
る
。
意
識
は
制
度
に
遅
れ
て
付
い
て
く
る
。
そ
う
い
え
ば
、
太
宰
治
「
き
り
ぎ
り
す
」（
一
九
四
〇
年
）
の
夫
は
妻
が
士

族
の
出
だ
な
ん
て
嘘
を
い
っ
て
い
た
な
。

男
惚
れ
、
女
惚
れ

さ
あ
、
谷
口
と
節
子
。
映
画
で
谷
口
が
平
山
の
常
務
室
を
訪
れ
た
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
は
広
島
転
勤
。
小
説
で
は
札
幌
だ
。
訪
れ

る
の
は
平
山
の
社
長
室
。
小
説
で
は
、
ふ
た
り
の
仲
を
清
子
は
承
知
し
て
お
り
、
節
子
も
安
藤
に
仲
介
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
模
索

し
て
い
た
。
そ
れ
が
、「
だ
し
ぬ
け
」
と
な
っ
た
。
父
の
渉
と
し
て
も
、
知
ら
ぬ
相
手
で
は
な
し
、
許
す
つ
も
り
な
の
で
あ
る
。
映
画

の
よ
う
な
ト
リ
ッ
ク
は
必
要
な
い
。

豊
橋
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
戻
ろ
う
。
平
山
が
小
泉
に
男
惚
れ
し
た
と
い
っ
た
直
後
。
幸
子
の
当
意
即
妙
な
返
し
。「「
じ
ゃ
ア
、
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あ
た
し
も
小
父
様
の
口
真
似
で
言
わ
せ
て
貰
い
ま
す
わ
。
女
惚
れ
っ
て
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
。
あ
た
し
谷
口
正
彦
さ
ん
大
好
き
、
小

父
様
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
好
き
な
く
ら
い
。
節
ち
ゃ
ん
、
あ
の
方
の
と
こ
へ
お
嫁
に
い
っ
た
ら
、
さ
ぞ
い
ゝ
御
夫
婦
が
出
来
る
だ
ろ
う
と

思
う
ん
だ
が
な
ア
」」。
こ
の
言
葉
に
「「
う
ん
、
よ
く
言
っ
て
く
れ
た
！

有
難
う
！
」」
と
応
え
、
目
が
潤
む
平
山
。
大
団
円
は
「
パ

パ
」
が
札
幌
へ
行
く
と
い
う
、
谷
口
へ
の
節
子
の
手
紙
と
あ
い
な
る
。「
パ
パ
」
な
る
語
も
、
戦
後
の
変
化
を
何
気
な
く
提
示
し
て
い

る
。死

の
影
の
下
に

小
津
映
画
を
論
ず
る
つ
も
り
で
始
め
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
と
里
見
弴
の
小
説
に
に
引
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
次
は
戦
争
だ
。
映
画

の
芦
ノ
湖
の
シ
ー
ク
ウ
ェ
ン
ス
。
節
子
と
久
子
が
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ
湖
面
を
、
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
見
や
る
平
山
夫
妻
。
清
子
が
い
う
。

「
時
々
そ
う
思
う
ん
だ
け
ど
、
戦
争
中
敵
の
飛
行
機
が
来
る
と
、
よ
く
み
ん
な
で
急
い
で
防
空
壕
へ
駆
け
込
ん
だ
わ
ね
。
節
子
は
ま
だ

小
学
校
へ
入
っ
た
ば
っ
か
り
だ
し
、
久
子
は
や
っ
と
歩
け
る
く
ら
い
で
、
親
子
四
人
真
っ
暗
な
中
で
、
死
ね
ば
こ
の
ま
ま
一
緒
だ
と

思
っ
た
こ
と
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
の
」「
戦
争
は
厭
だ
っ
た
け
ど
、
時
々
あ
の
時
の
こ
と
が
ふ
っ
と
懐
か
し
く
な
る
こ
と
あ
る
の
。
あ
な

た
な
い
」。
そ
れ
に
夫
は「
な
い
ね
。
お
れ
あ
、あ
の
時
分
が
一
番
厭
だ
っ
た
。
物
は
な
い
し
、つ
ま
ら
ん
奴
が
威
張
っ
て
る
し
ね
え
」。

清
子
は
「
で
も
、
あ
た
し
は
良
か
っ
た
。
あ
ん
な
に
親
子
四
人
が
、
ひ
と
つ
に
な
れ
た
こ
と
な
か
っ
た
も
の
」。

「
つ
ま
ら
ん
奴
が
威
張
っ
て
る
」
と
い
う
平
山
の
厭
戦
気
分
は
、『
秋
刀
魚
の
味
』
元
艦
長
・
平
山
周
平
（
笠
智
衆
）
の
「
敗
け
て
よ

か
っ
た
」
に
通
ず
る
。
そ
れ
に
対
し
、
元
一
等
兵
層
・
坂
本
芳
太
郎
（
加
東
大
介
）
は
「
馬
鹿
野
郎
が
威
張
ら
な
く
な
っ
た
だ
け
で

も
ね
え
」
と
応
じ
て
い
た
。
空
襲
で
防
空
壕
と
い
う
の
は
、
太
宰
治
の
『
お
伽
草
子
』（
一
九
四
五
年
）
な
ど
連
想
さ
せ
る
が
、
命
の
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瀬
戸
際
に
も
一
家
団
欒
の
幸
せ
は
あ
っ
た
と
妻
は
回
想
し
て
い
る
の
だ
。

空
襲
防
空
壕
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
小
説
「
彼
岸
花
」
に
も
あ
る
。
冒
頭
近
く
、
三
上
周
吉
の
点
描
だ
。「
海
軍
省
作
戦
本
部
勤
務
の

幕
僚
だ
っ
た
だ
け
に
、
三
上
周
吉
に
は
、
仮
令

た
と
え

ど
ん
な
天
祐

て
ん
ゆ
う

が
お
こ
ろ
う
と
、
所
詮

し
よ
せ
ん

どㅟ

んㅟ

でㅟ

んㅟ

返
し
の
利き

か
ぬ
敗
北

ま

け

と
い
う
見
通
し

は
、
山
本
元
帥
の
戦
死
よ
り
も
っ
と
早
く
か
ら
つ
い
て
い
た
が
、
家
族
の
者
ま
で
含
め
て
の
聾つ

ん
ぼ

桟
敷

さ
じ
き

、
―
軍
人
の
所
謂

い
わ
ゆ
る
「
地
方
人
」

に
対
す
る
時
、
気
振

け
ぶ
り

に
も
そ
ん
な
心
境
を
読
ま
す
ま
い
と
の
自
戒
に
些

い
さ
さ
か

の
緩ゆ

る

み
も
な
か
っ
た
。
昭
和
改
元
の
年
に
結
婚
し
て
、
す

ぐ
翌あ

く
る

年と
し

の
春
、
は
や
〴
〵
と
出
来
た
総
領
の
子
が
、
終
戦
の
一
年
ほ
ど
前
に
、
学
徒
動
員
で
川
崎
の
軍
需
工
場
に
通
う
こ
と
に
な
っ

て
も
、「
お
国
の
御
用
だ
、
し
っ
か
り
や
ん
な
さ
い
」
と
、
い
つ
も
に
な
い
厳
粛
な
面
持

お
も
も
ち

で
言
い
聞
か
せ
た
し
、
防
空
壕
内
に
十
数
人

の
同
級
生
と
折
り
重
な
っ
て
、
僅わ

ず

か
十
八
年
の
生
涯

し
よ
う
が
い

を
鎖と

ざ

し
た
と
知
っ
た
時
で
も
、
少
な
く
と
も
人
前
で
は
、
涙
一
滴
み
せ
は
し
な

か
っ
た
。
軍
律
に
従
っ
て
そ
う
い
う
堅
牢
な
仮
面

マ
ス
ク

の
被か

ぶ

れ
る
自
分
自
身
を
省

か
え
り
み

れ
ば
、
一
言
半
句
言
え
た
義
理
で
な
い
こ
と
も
承
知

で
い
な
が
ら
、
勤
務
中
、
上
官
や
同
僚
の
、
全
然
内
容

な
か
み

の
か
ら
ッ
ぽ
な
大
言
壮
語
を
聞
く
う
ち
、
腹
立
た
し
さ
や
嫌
悪

け
ん
お

は
一
足

い
つ
そ
く

跳と

び

に
、
い
き
な
り
救
い
の
な
い
憂ゆ

う

欝う
つ

に
突
き
落
さ
れ
る
、
謂い

わ
ば
心
の
習
慣
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
て
了
っ
た
」。

里
見
弴
の
軍
人
嫌
い
が
、「
機
関
将
校
で
、
何
か
に
つ
け
、
実
科
の
者
と
は
反そ

り
の
合
わ
な
い
」
三
上
を
通
じ
て
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

軍
人
嫌
い
・
権
力
嫌
い
が
小
津
に
も
通
ず
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
三
上
の
総
領
息
子
が
、
敗
戦
直
前
防
空
壕
で
死
ん
で
い
る
の

に
注
意
し
た
い
。
さ
ら
に
、
三
上
の
妻
は
敗
戦
の
詔
勅
を
「
聞
き
終
る
や
否
や
喪
神

そ
う
し
ん

」
し
、
明
け
方
事
切
れ
た
と
続
く
。
そ
れ
は
息

子
を
亡
く
し
た
五
十
日
ほ
ど
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

里
見
弴
の
長
男
・
山
内
洋
一
は
、
一
九
四
四
年
に
戦
死
し
て
い
る
。
内
蒙
古
か
ら
南
方
へ
向
か
う
途
次
だ
っ
た
。
山
内
静
夫
は
書

い
て
い
る
。「
ど
う
考
え
て
も
サ
イ
パ
ン
島
ま
で
輸
送
船
が
行
き
つ
け
る
と
は
思
え
な
い
時
期
で
あ
っ
た
の
に
、
サ
イ
パ
ン
島
で
の
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名
誉
の
戦
死
と
い
う
公
報
は
、
父
の
悲
し
み
を
怒
り
に
変
え
た
。
父
に
と
っ
て
、
生
涯
で
最
も
暗
い
時
期
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
隣

組
の
集
会
、
防
火
訓
練
…
…
、
お
よ
そ
性
に
合
わ
ぬ
仕
事
を
や
ら
さ
れ
、
不
機
嫌
な
日
日
だ
っ
た
」（『
八
十
年
の
散
歩
』）
と
。

里
見
家
の
死
者
に
つ
い
て
、
小
津
安
二
郎
は
、
当
然
の
こ
と
里
見
自
身
や
山
内
静
夫
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
ろ
う
。
芦
ノ
湖
畔
で

の
夫
婦
の
会
話
は
、
明
ら
か
に
そ
の
反
映
で
あ
る
。

「
あ
っ
と
お
ど
ろ
く
」
里
見
弴

小
津
の
『
彼
岸
花
』
を
な
ぞ
る
予
定
が
、
大
き
く
里
見
弴
の
方
へ
と
傾
い
て
し
ま
っ
た
。
と
は
い
え
、
残
念
な
こ
と
に
、
私
は
里

見
弴
の
良
き
読
者
で
は
な
い
。
里
見
弴
が
大
往
生
を
遂
げ
て
一
週
間
の
後
、
篠
田
一
士
は
、
次
の
よ
う
に
追
悼
し
た
。「
半
ば
忘
れ
ら

れ
て
‥
‥
／
氏
が
最
後
の
傑
作
『
極
楽
と
ん
ぼ
』
を
発
表
し
た
の
は
、
い
ま
を
去
る
二
十
二
年
ま
え
の
こ
と
だ
が
、
当
時
に
お
い
て

も
、
里
見
弴
は
半
ば
忘
れ
ら
れ
た
作
家
だ
っ
た
。
文
壇
の
長
老
の
ひ
と
り
と
し
て
敬
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
だ
っ
た
と
し
て

も
、
里
見
文
学
を
論
じ
る
批
評
家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
般
読
者
の
な
か
に
も
、
里
見
氏
の
小
説
に
熱
中
す
る
ひ
と
は
き
わ
め
て
少

な
か
っ
た
。
／
里
見
弴
は
文
学
史
的
に
は
、「
白
樺
」
派
の
一
員
に
数
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
志
賀
直
哉
や
武
者
小
路
実
篤
の
モ
ラ
リ
ズ
ム
に
は
縁
遠
く
、ま
た
、「
私
小
説
」的
レ
ア
リ
ス
ム
の
幼
稚
さ
に
も
、

な
ん
の
関
わ
り
も
な
か
っ
た
。『
桐
畑
』『
多
情
仏
心
』『
安
城
家
の
兄
弟
』
と
い
っ
た
長
編
小
説
群
は
、
作
者
の
身
辺
に
取
材
し
な
が

ら
も
、
社
会
的
、
あ
る
い
は
、
世
間
へ
の
見
晴
ら
し
を
も
ち
、
デ
タ
ー
ユ
も
一
時
代
の
風
俗
の
要か

な
め

を
と
ら
え
る
と
い
っ
た
み
ご
と
さ

が
あ
っ
て
、
自
然
主
義
以
来
の
日
本
の
小
説
に
は
め
ず
ら
し
い
特
色
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

近
代
小
説
の
中
核
を
な
す
市
民
小
説
と
、
不
思
議
に
揆
を
一
に
す
る
面
が
あ
り
、
こ
れ
は
今
後
の
究
明
に
値
す
る
重
要
課
題
だ
ろ
う
。
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／
継
承
者
を
欠
く
不
幸
／
里
見
氏
の
長
兄
、
有
島
武
郎
の
『
或
る
女
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
説
直
結
の
稀
有
な
作
品
と
し
て
、
す
で

に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
が
、
里
見
弴
の
長
編
小
説
に
は
回
路
が
い
く
つ
か
絡
み
合
っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
、
尾
崎
紅
葉
が
打
ち
た

て
た
硯
友
社
文
学
の
遺
産
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
濾
過

ろ

か

さ
れ
た
形
で
、
こ
こ
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
い
。
／

里
見
氏
が
、
紅
葉
門
下
の
泉
鏡
花
に
親
炙

し
ん
し
や

し
、
そ
の
文
学
か
ら
多
く
の
も
の
を
学
び
と
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
鏡

花
文
学
の
幻
想
性
に
は
不
感
だ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
の
不
抜
な
文
章
力
、
と
く
に
、
日
本
語
の
聴
覚
的
な
効
験
を
存
分
に
承う

け
つ
ぎ
、

新
生
面
を
き
り
ひ
ら
い
た
点
、
里
見
氏
の
右
に
で
る
作
家
は
い
な
い
し
、
さ
ら
に
、
残
念
な
こ
と
は
、
里
見
文
学
の
こ
う
し
た
美
質

を
継
承
し
よ
う
と
し
た
作
家
が
、
そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ぬ
の
も
、
日
本
文
学
の
不
幸
で
あ
る
。
／
ま
あ
、
し
ち
め
ん
ど
う

な
こ
と
は
よ
し
に
し
て
、
里
見
弴
の
小
説
を
読
む
こ
と
だ
。「
か
ね
」
と
い
う
短
編
小
説
一
作
で
も
い
い
。
小
説
と
い
う
も
の
が
、
こ

ん
な
に
面
白
く
、
す
ご
い
も
ん
だ
っ
た
か
と
、
だ
れ
し
も
、
あ
っ
と
お
ど
ろ
く
は
ず
だ
」（「
文
芸
時
評

上

里
見
弴
氏
の
死
と
そ
の

文
学
」『
毎
日
新
聞
』（
夕
刊
）
一
九
八
三
・
一
・
二
八
）。

絶
賛
で
あ
る
。
本
論
に
直
接
結
び
つ
き
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
里
見
弴
が
泉
鏡
花
の
聴
覚
的
文
体
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
評

言
に
注
目
だ
。「
あ
れ
あ
れ
見
た
か
、
／
あ
れ
見
た
か
」（「
縷
紅
新
草
」
一
九
三
九
年
）
で
あ
る
。

赤
い
や
か
ん
の
彼
岸
花

三
上
周
吉
を
嫌
い
な
軍
人
に
し
つ
ら
え
た
里
見
弴
。
と
は
い
っ
て
も
組
織
内
で
差
別
さ
れ
る
「
機
関
将
校
」
で
は
あ
る
が
。
そ
の

三
上
の
周
り
に
死
者
が
蝟
集
し
て
い
る
の
は
皮
肉
な
こ
と
か
。
長
男
と
妻
、
加
え
て
娘
・
文
子
と
同
棲
し
て
い
た
吉
川
で
あ
る
。
吉

川
の
死
後
、
三
上
は
平
山
に
「
事
が
穏
便

お
ん
び
ん

に
は
こ
ん
で
れ
ば
君
の
婿
」
と
諭
さ
れ
、
河
口
は
つ
に
は
「
し
ー
ん
と
、
み
ん
な
だ
ん
ま
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り
で
、
…
…
お
通
夜

つ

や

し
て
あ
げ
ま
ひ
ょ
う
い
な
」
と
い
わ
れ
る
。

な
ん
だ
か
ん
だ
の
後
、
三
上
の
妹
・
佐
和
が
文
子
に
会
い
に
行
き
、
兄
に
報
告
す
る
。「「
あ
の
ね
、
往い

き
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
帰
り
の
電
車
で
、
程
ヶ
谷
へ
ん
か
ら
か
し
ら
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
、
真
ッ
盛
り
の
彼
岸

ひ
が
ん

花ば
な

で
、
そ
れ
を
見
て
る
う
ち
に
、

…
…
す
う
〳
〵
す
う
〳
〵
背
後

う
し
ろ

へ
流
れ
て
行
く
紅あ

か

い
も
ん
が
、
だ
ん
〳
〵
ぼ
や
け
だ
し
て
、
…
…
あ
ん
な
華
美

は

で

な
色
で
、
ど
う
し
て

こ
う
も
、…
…
い
ゝ
え
、ち
っ
と
も
悲
し
い
わ
け
じ
ゃ
ア
な
い
ん
で
す
け
ど
、ど
う
し
て
だ
か
、へ
ん
に
涙
が
零こ

ぼ

れ
ち
ゃ
っ
て
ね
…
…
｣

／
｢ふ
ー
ん
、
彼
岸
花
で
な
ア
｣／
次
第
に
兄き

よ
う

妹だ
い

の
眼
前
を
、
に
じ
ん
だ
紅あ

か

さ
が
い
っ
ぱ
い
に
立
ち
罩こ

め
て
行
っ
た
」。

意
図
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。『
秋
刀
魚
の
味
』
に
秋
刀
魚
が
登
場
し
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
小
津
の
『
彼
岸
花
』
に
曼
殊
沙
華

は
出
な
い
。

し
か
し
、
し
か
し
で
あ
る
。『
秋
刀
魚
の
味
』
で
鱧
と
秋
刀
魚
を
対
比
さ
せ
た
の
と
は
、
ち
と
異
な
る
が
、
小
津
安
二
郎
と
里
見
弴

の
『
彼
岸
花
』
を
合
わ
せ
鏡
に
し
て
み
た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
。

記
憶
と
い
う
行
為
を
通
し
て
で
し
か
な
い
が
、
三
上
周
吉
を
巡
る
死
者
た
ち
が
召
喚
さ
れ
る
。
小
津
映
画
の
読
者
は
、
ド
ン
ゴ
ロ

ス
の
赤
白
黒
文
字
の
予
兆
か
ら
、
開
巻
早
々
の
結
婚
披
露
宴
卓
上
の
赤
い
バ
ラ
、
さ
ら
に
導
か
れ
て
、
平
山
家
茶
の
間
の
赤
。

そ
し
て
、
畳
の
上
を
微
妙
に
移
動
す
る
赤
い
や
か
ん
。
ア
キ
・
カ
ウ
リ
ス
マ
キ
な
ら
ず
と
も
、
小
津
読
者
の
私
た
ち
に
、
そ
れ
ら

の
赤
が
目
に
染
み
る
。
ま
な
か
い
に
浮
か
ぶ
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
無
数
の
死
者
た
ち
で
あ
る
。

二
七

痙攣するデジャ・ヴュ ―ビデオで読む小津安二郎―




